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九州看護福祉大学における海外教育機関との学術交流

について

【要　旨】

　平成26（2014）年1月16日に中国の河北外国語職業学院の丁国声院長ほか2名の来訪団が本学を訪

れ、双方が学術交流に関して協議した上で学術交流協定を締結するための調印式を行った。

また、平成26（2014）年6月3日に、交流の具体的な項目である、学生間の交流及び教員間の学術交

流に関する覚書の調印式を河北外国語職業学院で行った。

　本学の建学基本理念の一つに「近隣諸国と学ぶ大学」を掲げ、今日まで韓国、アメリカ、タイ等

と盛んに交流を行ってきたが、中国の大学との学術交流のための姉妹校締結は本学の当初からの願

いでもあったのでやっと願いが叶ったことになる。

　本稿はこの記念すべき学術交流協定に関する調印式が、今後両校の文化的、学術的交流のスター

トになることを願って、姉妹校締結に至った経緯を報告し、今後の教員間の交流、学生間の交流の

推移を見守ることとしたい。
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高　継芬

Ⅰ．本学の基本理念及び中国の大学が海外の

大学との国際連携についての指針

　１．本学の基本建学理念

 近年、尖閣諸島や防空識別圏問題、更に安倍総理

が正月に靖国神社を正式参拝したことによって、日

中友好関係が悪化している中での河北外国語職業学

院の来訪は、奇跡だと言っても過言ではない。

 本学は基本理念の一つに「近隣諸国と学ぶ大学」

を掲げている。本学は、アジアの近隣諸国との交流

を重視し、保健・医療・福祉を国際的に見る感覚、

国際感覚を身に付けた専門家の養成を基本理念とす

る。今日まで韓国、アメリカ、タイ等と盛んに交流

を行ってきたが、中国の大学との学術交流のための

姉妹校締結は本学の当初からの願いでもあったので

やっと願いが叶ったことになる。

　中国の海外の大学との大学間交流協定(平成23年

度)-私立大学その1-「(大学における教育内容等の

改革状況調査(平成23年度実績)」1）によれば、　

日本の大学の中で、中国の大学と学術交流協定を結

んでいる大学は630校あり、中国と日本の大学間の

国際交流が盛んに行われていることを示している。

　本学は、三つの基本理念として、1「地域と共に

成長する大学」、2「生涯にわたって学べる大学」、

そして国際交流を唱える3「近隣諸国と学ぶ大学」

を掲げている。そして五つの教育方針の中の一つ

に、「国際的な幅広い視点に立ち、最新の情報収集と情

報発信能力を培うとともに、国際感覚の習得と創造的・

意欲的な活動力を育成する」と謳っている2）。

　そして本学も国際交流を行ってきた成果の一つと

して、中国の北京から300キロ離れた東に位置して

いる秦皇島市にある河北外国語職業学院と姉妹校と

して学術交流に関する協定を結ぶことができた3）。

本稿は、本学と河北外国語職業学院との学術に関す

る交流協定を締結するまでの経緯を報告するものと

する。

−91−

九州看護福祉大学　基礎･教養教育研究センター

－河北外国語職業学院との姉妹校締結－



−92−

九州看護福祉大学における海外教育機関との学術交流について

出身者を採用しており、これらの外国語を選択科目

として開設し実績を挙げている。例を挙げれば、平

成25（2013）年度における授業科目「中国語会話

Ⅰ」の受講者数は38名であり、「中国語会話」の受

講者数は25名であった。学生の間で中国語の人気を

示す数字となった。

　また、平成19（2007）年度より社会福祉学科に国

際協力コースを設置（平成24年度社会福祉学科の

コース制廃止で終了）し、途上国における保健・医

療・福祉の国際協力ができる人材の養成をした。さ

らに、平成20（2008）年４月、韓国の全州市に所在

する「又石大学」と交流協定を締結したことによ

り、学生間の交流が行われている。併せて、平成19

（2007）年６月、玉名市の姉妹都市であるアメリカ

合衆国のアイオワ州クラリンダ市に所在する「アイ

オワ・ウエスタン・コミュニティ・カレッジ」（ＩＷＣＣ）と

交流協定を締結するなど、国際的な交流を活発化し

てきている。

Ⅲ．河北外国語職業学院における国際交流

　１．河北外国語職業学院の概要について

　河北外国語職業学院は、河北省で唯一の独立で大

学になった国立外国語短期大学である。北京から東

へ約300キロ離れた場所に位置しており、新幹線が

開通することで、北京から1時間で行けるように

なった。世界でも有名な避暑地である北戴河と南戴

河の間に位置し、北は北戴河に面し、南は渤海に臨

んでいる。この地は、共産党の指導者達が毎年夏避

暑地として利用している。その間、戦略的に重要な

「北戴河会議」を開いた。河北外国語職業学院の敷

地面積は約35万平方メートルで、総建築面積は14万

平方メートルである。1948（昭和23）年に設立され

たが、2007（平成19）年に河北省人民政府の許可を

得て、大学名が秦皇島外国語職業学院から河北外国

語職業学院に変更になった。

　河北外国語職業学院の現在の在学生数は、7200余

名である。そのうち100余名は長期、短期の外国人

留学生となっている。教職員は485名で、そのうち

海外から帰国した教員が24名である。そのほかに、

66名の非常勤講師と20数名の外国人教師も学院で教

鞭を執っている。そしてまた、50名以上の若い教員

　２．中国の大学と海外の大学との国際連携につい

　ての指針

　また、中国の高教部（日本の文科省に相当する）

が、中国の大学と海外の大学との国際連携について

の指針を次のように掲げている。

　「解放による改革・発展の促進を堅持する。重層

的幅広い教育交流・連携を実施し、中国の教育の国

際化水準を高める。海外の先進的な教育理念や教育

経験をモデルとして、中国の教育の改革・発展を促

し、我が国の教育の国際的地位、影響力、競争力を

高める。」

―第16章第48条

「中国と海外の大学との間の教員の相互派遣、学生

交流、単位の相互承認、学位の相互授与、共同授与

制度を支援する。国外の高水準の大学との連携を強

化して、教育の科学研究連系プラットホームを構築

し、高水準の基礎研究・先端技術研究を共同で推進

する。ユネスコ等国際組織との連携を強化し、二国

間、多国間及び世界的、地域的な教育連携に積極的

に参画する。国際組織の教育政策、規則、基準の研

究や制定に、積極的に参画し推進する。」

―第16章第50条

Ⅱ．本学における国際交流

　１．本学の基本状況

　本学は平成10（1998）年4月に開学された。大学

が設置されている熊本県玉名市（人口は約7万人）

をはじめ、近隣の市・町、そして熊本県からの拠出

金、さらに地域の住民の方々の寄付金により設立さ

れた公設民営の大学である。

　学生数は、平成25（2013）年5月1日現在で総数

1,654名である。教職員は155名である。看護、社会

福祉、リハビリテーション、鍼灸スポーツ、口腔保

健の５つの学科、及び看護学、精神保健学の２つの

専攻で構成されている。更に、平成26（2014）年度

には新たな専攻として健康支援科学専攻を新設し

た。

　２．本学の国際交流現状

　本学は、開学当初から基本理念に沿って国際交流

を行い続けてきた。

　本学は外国語教員としてイギリス、中国及び韓国
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が国内外で大学院修士課程や博士課程において、自

己研鑽に励んでいる。

　河北外国語職業学院は人材の育成を根本にし、教

学と科学研究を最重視している。｢人材で学院を発

展させ、人材で学院を興隆させる｣という人材戦略

を強調している。また、河北外国語職業学院は河北

省で語学教育に重点を打ち立て、｢外国語＋専門知

識＋技能｣という教育モデルを作り、師範性、職業

性、国際性を際立たせ、実用的かつ複合的に外国語

を活用できる人材の育成を行っている4）。

２．河北外国語職業学院の日本語学教育に関する学

　科について

　日本語を専攻する学生数は約400名であり、主に

三つの学科で構成されている。

１）日本語観光学科

「育成目標」

日本語の基礎知識だけに止まらず、観光業の

専門知識、及び職業的技能、実践力も有する現

代観光業に適任する人材を育成する。

「履修科目」

　　基礎日本語、総合日本語、観光用日本語、日本国の

　概況、ガイド基礎知識、中国の世界自然文化遺産等。

「主な就職先」

　　旅行社の日本人観光客向けのガイド、ホテルのフロ

　ント、初級通訳、外資系企業等。

２）応用日本語学科

「育成目標」

　　本学科ではしっかりとした日本語基礎知識を身に付

　けた上で、聞く、話す、読む、書く、訳す、五つの能力を

　持つ人材を育成する。

「履修科目」

　　総合日本語、日本語会話、日本語ヒアリング、

　実践日本語、日本事情、日本語文章作成、日本語

　読解、日本語リテラシー、応用日本語、ホテルの

　経営管理等。

「主な就職先」

　　外資系企業の現場通訳、資料の翻訳、外資系企

　業の秘書、輸入貿易会社の商品の仕入れ部門、販

　売部門、旅行会社のガイド、日本と合資のホテル

　の経営管理、サービス業務、日本への留学を目的

　とする日本語センターの日本語教員等5）。

３）ビジネス日本語学科

「育成目標」

本学科は基礎的な日本語知識を身に付け、聞

く、話す、読む、書く、訳すといった基本技能

を持ち、日本企業のサービス理念、礼儀等を熟

知する人材を育成する。

「履修科目」

総合日本語、日本語会話、日本語ヒアリン

グ、日本語翻訳、パソコン日本語入力、日本概

況、国際貿易実務、日本語商業用書類作成方法

等。

「主な就職先」

日本企業の営業担当もしくは営業補助担当、

対日輸出貿易会社の業務担当、日本語系の外資

企業及び日中合資会社の渉外担当等6）。

３．河北外国語職業学院の国際交流について

　河北外国語職業学院は国際交流にも力を入れ、日

本をはじめ、韓国、アメリカ、ロシア、ニュージーラン

ド、オーストラリア等各国と協定を結んでいる。

　日本の大学と河北外国語職業学院の交流について

は、2005（平成17）年3月，関西国際大学代表団が

河北外国語職業学院を訪問し，共同教学に関する協

議を行った。

　2005（平成17）年12月1日，苫小牧駒澤大学代表

団が河北外国語職業学院を訪問し，学術交流に関す

る双方の交換留学生ついて協議を行った。

　2006（平成18）年5月3日，日中友好、和平、文化

交流旅行団一行34名が、中日両国の国民の理解と友

情を進めること、そして中日の間の友好交流を強化

することを目的に、河北外国語職業学院を訪問した。

　2007（平成19）年2月7日～16日、河北外国語職業

学院の　　　　　　　2名の教師が、日本語学科

2004（平成16）年に入学した学生10名を引率して、

日本の名古屋市を10日間ほど訪問し、友好交流を交

わした。

　2012（平成23）年3月30日、成美大学が河北外国

語職業学院と学術交流友好協定を結んだ。学術交流

に関する調印式は河北外国語職業学院で行われ、成

美大学の戸祭学長が署名した。今後は、教員間の研究
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交流、学生間交流等を推進していくこととなった7）。

　2012（平成24）年5月、九州看護福祉大学から髙
木常務理事（当時常勤理事）と筆者が河北外国語職

業学院を訪問し、学術交流について二日間に渡り協

議を行った。

　2014（平成26）年１月16日、河北外国語職業学院

の代表者、院長の丁国声、教学担当の石興龍、財務

担当の李継紅の3名が九州看護福祉大学を訪問し、

学術交流に関する協定書の調印式を行った。

Ⅳ．本学と河北外国語職業学院との協定締結

に至る経緯について

１．河北外国語職業学院の訪問

 本学は現在も国際交流を積極的に行っているが、

中国の大学との交流はスムーズに進まなかった。し

かし、玉名市教育委員会教育長からの紹介もあり、

2012年5月に初めて河北外国語職業学院を訪ねるこ

とができた。

　本学から髙木常務理事（当時常勤理事）と筆者

が、両大学の学術交流の可能性を探るため、平成24

（2014）年5月21日から22日の二日間に渡って、河

北外国語職業学院を訪問した。

　21日に河北外国語職業学院に到着後、日本語学科

で日本語を学修している2年生の30名ほどの学生を

対象に、髙木常務理事が日本語で本学の概要を説明

し、さらに中国の「論語」と日本の「学問のすす

め」（福沢諭吉）の関係について50分ほど講義を

行った。学生は1年生から日本語を勉強しており、

日本語をほぼ理解できるレベルに達していて、興味

津々で聞いていた。

　中国では昔から学問の祖ともいえる孔子は知識人

や学生から尊敬され、今でも大学で孔子の言葉を学

び、また国の資金援助による孔子学院を海外に設置

することを盛んに行っている。講義の後、学内を見

学した際、あらゆるところに孔子の言葉が掲示され

ているのを目にした。

　両大学の相互学術交流についての具体的な協議は

3時間に及んだ。河北外国語職業学院の出席者は、

院長丁国声、国際交流を担当している国際交流セン

ター長李創峰、教学を担当している酒店航空系主任

教授石興龍、旅遊系主任准教授仝国興の4名であ

る。

１）訪問目的：

　この機会を生かして、将来の姉妹校締結に向けて

の協議を行うことが訪問の目的である。

　将来的に両大学間で、異文化交流をはじめ、留学

制度、交換留学生制度、情報交流、語学研修、海外

研修・インターシップ等の国際教育プログラムが実

施されることを目指したものである。

２）協議内容：

・ 短期目標：

「教員間の交流」

　河北外国語職業学院では日本語教員が不足してお

り、本学の教員が河北外国語職業学院で日本語を教

えること。また、河北外国語職業学院から招聘した

教員が、本学で中国語や中国語を受講する学生に中

国文化を教えることなどの交流が可能であること。

本学において異文化に興味を示す学生が多数おり、

国際交流の重要な役目を果たすことになる。

「学生間の交流」

　交換留学が可能であること。本学学生が河北外国

語職業学院で中国語を学び、また、異文化を体験す

る。河北外国語職業学院の学生が本学で日本語を学

び、異文化を体験する。先方の大学は全寮制をとっ

ており、本学の学生もその寮に入ることとなる。逆

に先方の大学からの学生は、教育宿泊棟を利用させ

ることとなる。相互に、住居環境を配慮する形となる。

・中期目標：

「留学生編入制度の創設」

　河北外国語職業学院が3年制の短期大学であるこ

とから、卒業後本学へ編入学しそして卒業するため

の2年間程度のカリキュラムを編成し、そのカリ

キュラムを修了した時は学士の学位を与え卒業させ

る。学費を中国並の額にし（年間30万円程度）、大

学を卒業できるということになれば、中国は学歴社

会となっており、優秀な学生が本学を目指して入学

してくることとなる。

３）訪問成果

　丁国声院長が2012（平成24）年9月を目途に本学

を訪れ、調印式を行うこととなった。同年5月末に
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も森理事長からの招聘状を発送し、それを受けて河

北外国語職業学院では来日手続きを始める事とな

る。6月から9月にかけて、協定案作成のための協議

を電子メールで行う。9月以降、姉妹校締結後の教

員交流、交換留学生を平成25（2013）年度からの実

施に向けて、その実施方法等に係る検討作業を進め

ることにする。

河北外国語職業学院からの要望は、以下の6つであ

る。

一　理事長と面接し、調印式の相手としたいこと。

二　調印式を日本（九州看護福祉大学）で行うこ

と。

三　協定締結から実施に至る過程は、今回の訪問で

信頼関係を構築できた九州看護福祉大学の髙
木・高がかかわること。

四　今回の訪問の主な目的である相互交流を、先方

の代表者である院長（学長）が強く望んでい

る。

五　先方の大学の理念の一つである国際交流と合致

するものとして、早急に実施に向けた取り組

みを行いたいとのこと。

六　先方の大学が国立大学になったことから、今後

大いに交流項目が増えることが可能である。

Ⅴ．学術交流に関する協定締結のための調印

　平成26（2014）年1月16日午前10時に訪問団が本

学に到着し、二塚学長（当時）が自ら学内を案内し

た。その後10時半から、本学の大会議室で相互学術

交流のための調印式を行った。

　調印式では、先ず河北外国語職業学院が用意して

きたＣＤを使って大学の紹介が行われた。その後、

学術交流協定書の内容を確認し友好交流の意志を交

わした上で、学術交流に関する協定書に、本学は森

正臣理事長、河北外国語職業学院からは丁国声院長

が交互に協定書に署名した。

　両大学は対等を基本とし、以下の項目について交

流を促進することとなった。

（１）職員及び研究者の交流に関すること

（２）学生の交流に関すること

（３）学術情報及び資料の交換に関すること

（４）共同研究その他科学研究の実施に関すること

（５）その他両大学が合意した事項に関すること

　また、長期目標として、河北外国語職業学院から

本学との学術交流の一環として、協力し合って玉名

市内に孔子学院を設立することについて打診があっ

た。孔子学院は、中国の文化等を外国に紹介し、中

国への理解を深めるために設立されるものである。

　河北外国語職業学院は、2011（平成23）年9月3日

にボリビア；サンシメオン大学との間で孔子学院を

正式に創立した。中国語や中国文化を学べる学院と

しては初めてのこととなる。

　日本の大学との共同設置ということで孔子学院が

設立されているが、九州にはまだ孔子学院は一カ所

しかない。

　中国語や中国の文化に興味を持っている市民、中

国の企業と関係ある会社も多く存在しており、孔子

学院が設置されれば、中国語を習うことだけではな

く中国との文化交流が一層深まることは違いない。

Ⅵ．終わりに

　平成26（2014）年1月16日に九州看護福祉大学と

河北外国語職業学院との学術交流に関する調印式が

本学で成功裏に行われ、国際交流の面においては記

念すべき日となった。

　河北外国語職業学院は現在3年制の短期大学では

あるが、中国の高等学校教育部（日本の文部科学省

に当たる）の大学改革の方針により、中国の大学

も、1990年代から職業教育を重点に置くようにして

きた。近い将来(5年以内)4年生大学に移行すること

になると丁国声院長の発言があったように、これか

ら河北外国語職業学院は3年制の短期大学から4年制

大学に移行することで、学生の外国語の言語能力、

専門知識や職業技能が更に向上することが期待でき

る。

　日本と中国における政治関係は、今後も緊迫状態

が続き、政治の影響で場合によっては友好関係が更

に悪化することも予想されるが、民間においての文

化的な交流、学術面での交流が政治に影響されない

日が来ることを願っている。両校が姉妹校締結を

きっかけに、これから教員間そして学生間の交流が

確実なものになるためには、お互いの努力が必要で

ある。
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　中国国内においても、日中の政治関係が冷えてい

る状況と相反し日本に留学することを目指して日本

語を勉強している学生が増えており、実際に日本に

留学してくる学生も年々増えている。

 ある大学で留学生別科ができ、そこに中国から来

ている留学生が60名ほどいる。そこで日本語を教え

る教員が留学生達に、「大学に日中関係が緊迫の

中、どうしてあえて日本語を勉強するのか」という

質問を投げかけたところ、学生達の「私達が日本語

を勉強したい気持ちは政治と関係ない」という素直

な答えに心を打たれたと話された。この小さなこと

からでも、政治に左右されず、気持ちさえ大切にし

ていれば言語や文化的な国際交流ができる時代が近

づいてくることが期待できそうである。

　2014（平成26）年中に、学長が、本学から両校の

学生間の交流、教員間の交流のための覚書に調印す

るために河北外国語職業学院を訪問するとお互い約

束したことを再度確認し、終わりの言葉として残し

ておきたい。

 この度、丁国声院長が初来熊され、日本三名城の

一つである熊本城、そして県の北部を流れる菊池川

をご覧になった際、その素晴らしさに河北外国語職

業学院の所在地である北戴河への郷愁を覚えらえ

た。丁国声院長は、その時の感動を即興詩で表現

し、我々に披露なさった。最後にその詩をここに書

き記したい。

『熊本城連山海関、菊池河川通戴河』

この詩の意味するところは、「ここ日本、熊本に国

を守るため、熊本城があるように、河北省にも山海

関がある。そして玉名を流れる菊池川があるよう

に、河北外国語職業学院の所在地である河北省秦皇

島市を流れる北戴河がある。日本と中国の関係が一

衣帯水であるように、九州看護福祉大学と河北外国

語職業学院でも、同様の関係を保つよう交流を深め

てゆきたい。」

　丁国声院長の詩には、両校の友情が末永く続くこ

とを願ってやまないという気持ちが込めてある。

　また、平成26年（2014年）6月3日に、交流の具体

的な項目である、学生間の交流及び教員間の学術交

流に関する覚書の調印式を河北外国語職業学院で

行った。交流項目は、「Ⅰはじめに」であげた中国

の高等教育の国際交流の方針にもほぼ一致したもの

である。このことについて、これから河北外国語職

業学院との国際交流の継続報告をする予定である。
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